
丘奮
・
出
合
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
神
戸
市
西
区
玉
津
町
出
合

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
七
七
年

（昭
５２
）
四
月
を
現
在

３
　
発
掘
機
関
　
　
瀬
戸
内
考
古
学
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
鎌
木
義
昌

５
　
注退
跡
の
種
類
　
官
衝
関
連
遺
跡

・
集
落
跡

・
水
田
跡

。
古
墳

６
　
迫還
跡
の
時
代
　
方
生
時
代
ぞ
鎌
倉
時
代

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

出
合
遺
跡
は
明
石
川
下
流
の
西
岸
に
位
置
し
、
明
石
郡
衝
跡
と
推
定
さ
れ
る

吉
田
南
遺
跡
と
は
約
二
血
離
れ
て
い
る
。

発
掘
調
査
は
住
宅

。
都
市
整

備
公
団
の
宅
地
造
成
の
た
め
の

事
前
調
査
と
し
て

一
九
七
七
年

よ
り
行
わ
れ
、
現
在
に
い
た
っ

て
い
る
。
木
簡
の
出
土
は

一
九

嚇

八
二
年
二
月
の
調
査
時
で
あ
る
。

砂．
　

遺
跡
は
比
高
差
約

一
四
ｍ
の

偏

台
地
上
と
台
地
下
に
ま
た
が
り
、

台
地
上
で
は
奈
良
時
代
後
半
か

ら
鎌
倉
時
代
初
頃
の
掘
立
柱
建
物
群
、
五
世
紀
後
半
か
ら
六
世
紀
中
頃
の
古
墳

四
基
、
台
地
下
で
は
古
墳
時
代
の
竪
穴
住
居
跡
群
、
平
安
時
代
末
か
ら
鎌
倉
時

代
初
頃
の
掘
立
柱
建
物
群
、
鎌
倉
時
代
初
頃
以
降
の
水
田
跡
な
ど
が
検
出
さ
れ

た
。木

簡
が
出
土
し
た
遺
構
は
奈
良
時
代
後
半
の
掘
立
柱
建
物
に
伴
う
と
考
え
ら

れ
る

一
辺
約
二

・
三
ｍ
、
深
さ
二

・
八
ｍ
の
方
形
の
素
掘
り
の
井
戸
で
あ
る
。

建
物
は
六
×
四
間
の
総
柱
建
物

（東
西
棟
）
と
五
×
二
間
の
建
物

（南
北
棟
）
で
、

前
者
の
柱
掘
方
に
は
平
瓦
、
九
瓦
が
投
げ
込
ま
れ
て
い
た
。
井
戸
は
こ
の
二
棟

の
建
物
の
東
南
部
に
位
置
す
る
。
ま
た
、
こ
の
二
棟
の
建
物
と
は
主
軸
の
方
位

が
や
や
ず
れ
る
が
、
西
方
約

一
三
ｍ
離
れ
て
三
×
三
間
の
総
柱
建
物
が
二
棟
検

出
さ
れ
て
い
る
。

木
簡
は
井
戸
の
最
下
層
で
奈
良
時
代
後
半
の
上
器
と
共
に
出
上
し
た
が
、
井

戸
出
上
の
主
な
遺
物
と
し
て
は
他
に
墨
書
土
器

‘
転
用
硯

・
製
塩
土
器
な
ど
が

あ
る
。
ま
た
、
距
離
が
少
し
離
れ
て
い
る
た
め
直
ち
に
関
連
づ
け
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
鋼
製
の
巡
方
が

一
点
出
土
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
遺
構
、
遺
物
の
状
況
か
ら
こ
の
井
戸
を
伴
う
建
物
群
は
官
行

に
関
連
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω
　
。
「
　

　

　

　

正
二
人

一
升
　
□
仕
四
人
　
　
工
二

二
日
用
米
　
　
　
　
　
一一一日
用
□
仕
四



1982年出上の木簡

●)

□
成ぃ
□田
□≧

□
□

(6)(5)律 )

□呼□~中
□

□  □

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐヽ
『
×
（］
Ｎ
）
Ｘ
”　
　
Ｏ
μΦ

名
日
――

回

　

□
□
十
石
三
斗

【鮨
ヵ
〕
　

〔三
ヵ
〕

。
□
今
日
□
来
□
回
米
□
□
□
□
此
日
□
□

□
□
□
□
□

〔四
ヵ
〕

・
□
□
□
□
□
□
□
　
□
□
□
□
□
□

　

　

（題
ｙ
（じ

滋

ｏ驚

①

。
②
は
い
ず
れ
も
文
書
木
簡
で
あ
る
。
①
は
米
支
給
量
を
日
ご
と
に
書
き

あ
げ
た
も
の
で
、

「
某
日
用
（米
こ

と
記
し
、
そ
の
下
に
支
給
先
の
内
訳
を
記

す
書
式
で
あ
る
。
①
は
二
本
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
ま
ま
で
は
接
合
で
き
な
い

が
、
本
来
そ
の
ま
ま
つ
づ
い
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
。

末
筆
な
が
ら
、
木
簡
の
釈
文
等
に
お
い
て
東
北
大
学
今
泉
隆
雄
先
生
に
お
世

話
に
な

っ
た
こ
と
を
切
記
し
、
謝
意
を
表
し
ま
す
。

（鎌
木
義
昌
・
亀
田
修
一
）

「
今
日

□

□
　
□

□
人
　
真
成
田
人
　
子
□
×

（
μｏｏ
十
岸岸ヽ
）
×
や伽
×
５

（φ
μ）
×
∞『
×
ヽ

Ｏ
Ｐ
Φ

Ｏ
μ
Φ

Ｏ
Φ
μ

木簡(1)




